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（
児
童
福
祉
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
の
一
部
改
正
）

第
九
条

児
童
福
祉
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
（
昭
和
二
十
三
年
厚
生
省
令
第
六
十
三
号
。
附
則
に
お
い
て
「
設

備
運
営
基
準
」
と
い
う
。
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。
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（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
趣
旨
）

（
趣
旨
）

第
一
条

児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
。
以
下
「
法
」

第
一
条

児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
。
以
下
「
法
」

と
い
う
。
）
第
四
十
五
条
第
二
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
（
以
下

と
い
う
。
）
第
四
十
五
条
第
二
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
（
以
下

「
設
備
運
営
基
準
」
と
い
う
。
）
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
基
準
に
応
じ
、

「
設
備
運
営
基
準
」
と
い
う
。
）
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
基
準
に
応
じ
、

そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
規
定
に
よ
る
基
準
と
す
る
。

そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
規
定
に
よ
る
基
準
と
す
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

法
第
四
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
同
条
第
二
項
第
三
号
に
掲
げ

三

法
第
四
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
同
条
第
二
項
第
三
号
に
掲
げ

る
事
項
に
つ
い
て
都
道
府
県
が
条
例
を
定
め
る
に
当
た
つ
て
従
う
べ
き
基

る
事
項
に
つ
い
て
都
道
府
県
が
条
例
を
定
め
る
に
当
た
つ
て
従
う
べ
き
基

準

第
九
条
か
ら
第
九
条
の
四
ま
で
、
第
十
条
第
三
項
、
第
十
一
条
、
第

準

第
九
条
か
ら
第
九
条
の
三
ま
で
、
第
十
一
条
、
第
十
四
条
の
二
、
第

十
四
条
の
二
、
第
十
五
条
、
第
十
九
条
第
一
号
（
調
理
室
に
係
る
部
分
に

十
五
条
、
第
十
九
条
第
一
号
（
調
理
室
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
二

限
る
。
）
、
第
二
十
六
条
第
二
号
（
調
理
設
備
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）

十
六
条
第
二
号
（
調
理
設
備
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
三
十
二
条
第

、
第
三
十
二
条
第
一
号
（
調
理
室
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
（
第
三
十
条

一
号
（
調
理
室
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
（
第
三
十
条
第
一
項
に
お
い
て

第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
及
び
第
五
号
（
調
理
室
に

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
及
び
第
五
号
（
調
理
室
に
係
る
部
分
に
限
る

係
る
部
分
に
限
る
。
）
（
第
三
十
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

。
）
（
第
三
十
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
三

含
む
。
）
、
第
三
十
二
条
の
二
（
第
三
十
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る

十
二
条
の
二
（
第
三
十
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

場
合
を
含
む
。
）
、
第
三
十
五
条
、
第
四
十
一
条
第
一
号
（
調
理
室
に
係

、
第
三
十
五
条
、
第
四
十
一
条
第
一
号
（
調
理
室
に
係
る
部
分
に
限
る
。

る
部
分
に
限
る
。
）
（
第
七
十
九
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

）
（
第
七
十
九
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
四

含
む
。
）
、
第
四
十
八
条
第
一
号
（
調
理
室
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、

十
八
条
第
一
号
（
調
理
室
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
五
十
七
条
第
一

第
五
十
七
条
第
一
号
（
給
食
施
設
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
六
十
二

号
（
給
食
施
設
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
六
十
二
条
第
一
号
（
調
理

条
第
一
号
（
調
理
室
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
及
び
第
六
号
（
調
理
室
に

室
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
及
び
第
六
号
（
調
理
室
に
係
る
部
分
に
限
る

係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
六
十
八
条
第
一
号
（
調
理
室
に
係
る
部
分
に

。
）
、
第
六
十
八
条
第
一
号
（
調
理
室
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
並
び
に

限
る
。
）
並
び
に
第
七
十
二
条
第
一
号
（
調
理
室
に
係
る
部
分
に
限
る
。

第
七
十
二
条
第
一
号
（
調
理
室
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の
規
定
に
よ
る

）
の
規
定
に
よ
る
基
準

基
準

四

（
略
）

四

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

（
児
童
福
祉
施
設
と
非
常
災
害
）

（
児
童
福
祉
施
設
と
非
常
災
害
）
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第
六
条

児
童
福
祉
施
設
（
障
害
児
入
所
施
設
及
び
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー

第
六
条

児
童
福
祉
施
設
に
お
い
て
は
、
軽
便
消
火
器
等
の
消
火
用
具
、
非
常

（
次
条
、
第
九
条
の
四
及
び
第
十
条
第
三
項
に
お
い
て
「
障
害
児
入
所
施
設

口
そ
の
他
非
常
災
害
に
必
要
な
設
備
を
設
け
る
と
と
も
に
、
非
常
災
害
に
対

等
」
と
い
う
。
）
を
除
く
。
第
十
条
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
お
い
て

す
る
具
体
的
計
画
を
立
て
、
こ
れ
に
対
す
る
不
断
の
注
意
と
訓
練
を
す
る
よ

は
、
軽
便
消
火
器
等
の
消
火
用
具
、
非
常
口
そ
の
他
非
常
災
害
に
必
要
な
設

う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

備
を
設
け
る
と
と
も
に
、
非
常
災
害
に
対
す
る
具
体
的
計
画
を
立
て
、
こ
れ

に
対
す
る
不
断
の
注
意
と
訓
練
を
す
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

（
略
）

２

（
略
）

（
非
常
災
害
対
策
）

第
六
条
の
二

障
害
児
入
所
施
設
等
は
、
消
火
設
備
そ
の
他
非
常
災
害
の
際
に

（
新
設
）

必
要
な
設
備
を
設
け
る
と
と
も
に
、
非
常
災
害
に
対
す
る
具
体
的
計
画
を
立

て
、
非
常
災
害
の
発
生
時
の
関
係
機
関
へ
の
通
報
及
び
連
絡
体
制
を
整
備
し

、
そ
れ
ら
を
定
期
的
に
職
員
に
周
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

障
害
児
入
所
施
設
等
は
、
非
常
災
害
に
備
え
る
た
め
、
避
難
及
び
消
火
に

対
す
る
訓
練
に
あ
っ
て
は
毎
月
一
回
、
救
出
そ
の
他
必
要
な
訓
練
に
あ
っ
て

は
定
期
的
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

障
害
児
入
所
施
設
等
は
、
前
項
に
規
定
す
る
訓
練
の
実
施
に
当
た
っ
て
、

地
域
住
民
の
参
加
が
得
ら
れ
る
よ
う
連
携
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
業
務
継
続
計
画
の
策
定
等
）

第
九
条
の
四

障
害
児
入
所
施
設
等
は
、
感
染
症
や
非
常
災
害
の
発
生
時
に
お

（
新
設
）

い
て
、
利
用
者
に
対
す
る
障
害
児
入
所
支
援
又
は
児
童
発
達
支
援
の
提
供
を

継
続
的
に
実
施
す
る
た
め
の
、
及
び
非
常
時
の
体
制
で
早
期
の
業
務
再
開
を

図
る
た
め
の
計
画
（
以
下
「
業
務
継
続
計
画
」
と
い
う
。
）
を
策
定
し
、
当

該
業
務
継
続
計
画
に
従
い
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

障
害
児
入
所
施
設
等
は
、
職
員
に
対
し
、
業
務
継
続
計
画
に
つ
い
て
周
知

す
る
と
と
も
に
、
必
要
な
研
修
及
び
訓
練
を
定
期
的
に
実
施
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

３

障
害
児
入
所
施
設
等
は
、
定
期
的
に
業
務
継
続
計
画
の
見
直
し
を
行
い
、

必
要
に
応
じ
て
業
務
継
続
計
画
の
変
更
を
行
う
も
の
と
す
る
。
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（
衛
生
管
理
等
）

（
衛
生
管
理
等
）

第
十
条

（
略
）

第
十
条

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

障
害
児
入
所
施
設
等
は
、
当
該
障
害
児
入
所
施
設
等
に
お
い
て
感
染
症
又

（
新
設
）

は
食
中
毒
が
発
生
し
、
又
は
ま
ん
延
し
な
い
よ
う
に
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る

措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

当
該
障
害
児
入
所
施
設
等
に
お
け
る
感
染
症
及
び
食
中
毒
の
予
防
及
び

ま
ん
延
の
防
止
の
た
め
の
対
策
を
検
討
す
る
委
員
会
（
テ
レ
ビ
電
話
装
置

そ
の
他
の
情
報
通
信
機
器
を
活
用
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る

。
）
を
定
期
的
に
開
催
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
、
職
員
に

周
知
徹
底
を
図
る
こ
と
。

二

当
該
障
害
児
入
所
施
設
等
に
お
け
る
感
染
症
及
び
食
中
毒
の
予
防
及
び

ま
ん
延
の
防
止
の
た
め
の
指
針
を
整
備
す
る
こ
と
。

三

当
該
障
害
児
入
所
施
設
等
に
お
い
て
、
職
員
に
対
し
、
感
染
症
及
び
食

中
毒
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止
の
た
め
の
研
修
並
び
に
感
染
症
の
予
防

及
び
ま
ん
延
の
防
止
の
た
め
の
訓
練
を
定
期
的
に
実
施
す
る
こ
と
。

４
・
５

（
略
）

３
・
４

（
略
）

（
職
員
）

（
職
員
）

第
二
十
一
条

（
略
）

第
二
十
一
条

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

４

心
理
療
法
担
当
職
員
は
、
学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六

４

心
理
療
法
担
当
職
員
は
、
学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六

号
）
の
規
定
に
よ
る
大
学
（
短
期
大
学
を
除
く
。
）
若
し
く
は
大
学
院
に
お

号
）
の
規
定
に
よ
る
大
学
（
短
期
大
学
を
除
く
。
）
に
お
い
て
、
心
理
学
を

い
て
、
心
理
学
を
専
修
す
る
学
科
、
研
究
科
若
し
く
は
こ
れ
に
相
当
す
る
課

専
修
す
る
学
科
若
し
く
は
こ
れ
に
相
当
す
る
課
程
を
修
め
て
卒
業
し
た
者
で

程
を
修
め
て
卒
業
し
た
者
で
あ
つ
て
、
個
人
及
び
集
団
心
理
療
法
の
技
術
を

あ
つ
て
、
個
人
及
び
集
団
心
理
療
法
の
技
術
を
有
す
る
も
の
又
は
こ
れ
と
同

有
す
る
も
の
又
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
能
力
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
者
で

等
以
上
の
能
力
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５
～
７

（
略
）

５
～
７

（
略
）

（
職
員
）

（
職
員
）

第
二
十
七
条

（
略
）

第
二
十
七
条

（
略
）
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２

（
略
）

２

（
略
）

３

心
理
療
法
担
当
職
員
は
、
学
校
教
育
法
の
規
定
に
よ
る
大
学
（
短
期
大
学

３

心
理
療
法
担
当
職
員
は
、
学
校
教
育
法
の
規
定
に
よ
る
大
学
（
短
期
大
学

を
除
く
。
）
若
し
く
は
大
学
院
に
お
い
て
、
心
理
学
を
専
修
す
る
学
科
、
研

を
除
く
。
）
に
お
い
て
、
心
理
学
を
専
修
す
る
学
科
若
し
く
は
こ
れ
に
相
当

究
科
若
し
く
は
こ
れ
に
相
当
す
る
課
程
を
修
め
て
卒
業
し
た
者
で
あ
つ
て
、

す
る
課
程
を
修
め
て
卒
業
し
た
者
で
あ
つ
て
、
個
人
及
び
集
団
心
理
療
法
の

個
人
及
び
集
団
心
理
療
法
の
技
術
を
有
す
る
も
の
又
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の

技
術
を
有
す
る
も
の
又
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
能
力
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ

能
力
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

る
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
～
６

（
略
）

４
～
６

（
略
）

（
職
員
）

（
職
員
）

第
四
十
二
条

（
略
）

第
四
十
二
条

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

４

心
理
療
法
担
当
職
員
は
、
学
校
教
育
法
の
規
定
に
よ
る
大
学
（
短
期
大
学

４

心
理
療
法
担
当
職
員
は
、
学
校
教
育
法
の
規
定
に
よ
る
大
学
（
短
期
大
学

を
除
く
。
）
若
し
く
は
大
学
院
に
お
い
て
、
心
理
学
を
専
修
す
る
学
科
、
研

を
除
く
。
）
に
お
い
て
、
心
理
学
を
専
修
す
る
学
科
若
し
く
は
こ
れ
に
相
当

究
科
若
し
く
は
こ
れ
に
相
当
す
る
課
程
を
修
め
て
卒
業
し
た
者
で
あ
つ
て
、

す
る
課
程
を
修
め
て
卒
業
し
た
者
で
あ
つ
て
、
個
人
及
び
集
団
心
理
療
法
の

個
人
及
び
集
団
心
理
療
法
の
技
術
を
有
す
る
も
の
又
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の

技
術
を
有
す
る
も
の
又
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
能
力
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ

能
力
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

る
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５
～
７

（
略
）

５
～
７

（
略
）

（
職
員
）

（
職
員
）

第
四
十
九
条

（
略
）

第
四
十
九
条

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

主
と
し
て
知
的
障
害
の
あ
る
児
童
を
入
所
さ
せ
る
福
祉
型
障
害
児
入
所
施

３

主
と
し
て
知
的
障
害
の
あ
る
児
童
を
入
所
さ
せ
る
福
祉
型
障
害
児
入
所
施

設
の
児
童
指
導
員
及
び
保
育
士
の
総
数
は
、
通
じ
て
お
お
む
ね
児
童
の
数
を

設
の
児
童
指
導
員
及
び
保
育
士
の
総
数
は
、
通
じ
て
お
お
む
ね
児
童
の
数
を

四
で
除
し
て
得
た
数
以
上
と
す
る
。
た
だ
し
、
児
童
三
十
人
以
下
を
入
所
さ

四
・
三
で
除
し
て
得
た
数
以
上
と
す
る
。
た
だ
し
、
児
童
三
十
人
以
下
を
入

せ
る
施
設
に
あ
つ
て
は
、
更
に
一
以
上
を
加
え
る
も
の
と
す
る
。

所
さ
せ
る
施
設
に
あ
つ
て
は
、
更
に
一
以
上
を
加
え
る
も
の
と
す
る
。

４
～

（
略
）

４
～

（
略
）

10

10

主
と
し
て
盲
ろ
う
あ
児
を
入
所
さ
せ
る
福
祉
型
障
害
児
入
所
施
設
の
児
童

主
と
し
て
盲
ろ
う
あ
児
を
入
所
さ
せ
る
福
祉
型
障
害
児
入
所
施
設
の
児
童

11

11

指
導
員
及
び
保
育
士
の
総
数
は
、
通
じ
て
、
児
童
お
お
む
ね
四
人
に
つ
き
一

指
導
員
及
び
保
育
士
の
総
数
は
、
通
じ
て
、
乳
幼
児
お
お
む
ね
四
人
に
つ
き

人
以
上
と
す
る
。
た
だ
し
、
児
童
三
十
五
人
以
下
を
入
所
さ
せ
る
施
設
に
あ

一
人
以
上
、
少
年
お
お
む
ね
五
人
に
つ
き
一
人
以
上
と
す
る
。
た
だ
し
、
児

つ
て
は
、
更
に
一
人
以
上
を
加
え
る
も
の
と
す
る
。

童
三
十
五
人
以
下
を
入
所
さ
せ
る
施
設
に
あ
つ
て
は
、
更
に
一
人
以
上
を
加

え
る
も
の
と
す
る
。
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～

（
略
）

～

（
略
）

12

14

12

14

心
理
指
導
担
当
職
員
は
、
学
校
教
育
法
の
規
定
に
よ
る
大
学
（
短
期
大
学

心
理
指
導
担
当
職
員
は
、
学
校
教
育
法
の
規
定
に
よ
る
大
学
（
短
期
大
学

15

15

を
除
く
。
）
若
し
く
は
大
学
院
に
お
い
て
、
心
理
学
を
専
修
す
る
学
科
、
研

を
除
く
。
）
に
お
い
て
、
心
理
学
を
専
修
す
る
学
科
若
し
く
は
こ
れ
に
相
当

究
科
若
し
く
は
こ
れ
に
相
当
す
る
課
程
を
修
め
て
卒
業
し
た
者
で
あ
つ
て
、

す
る
課
程
を
修
め
て
卒
業
し
た
者
で
あ
つ
て
、
個
人
及
び
集
団
心
理
療
法
の

個
人
及
び
集
団
心
理
療
法
の
技
術
を
有
す
る
も
の
又
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の

技
術
を
有
す
る
も
の
又
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
能
力
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ

能
力
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

る
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
職
員
）

（
職
員
）

第
六
十
三
条

福
祉
型
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
（
主
と
し
て
難
聴
児
を
通
わ

第
六
十
三
条

福
祉
型
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
（
主
と
し
て
難
聴
児
を
通
わ

せ
る
福
祉
型
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
及
び
主
と
し
て
重
症
心
身
障
害
児
を

せ
る
福
祉
型
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
及
び
主
と
し
て
重
症
心
身
障
害
児
を

通
わ
せ
る
福
祉
型
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
を
除
く
。
次
項
に
お
い
て
同
じ

通
わ
せ
る
福
祉
型
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
を
除
く
。
次
項
に
お
い
て
同
じ

。
）
に
は
、
嘱
託
医
、
児
童
指
導
員
、
保
育
士
（
特
区
法
第
十
二
条
の
五
第

。
）
に
は
、
嘱
託
医
、
児
童
指
導
員
、
保
育
士
（
特
区
法
第
十
二
条
の
五
第

五
項
に
規
定
す
る
事
業
実
施
区
域
内
に
あ
る
福
祉
型
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ

五
項
に
規
定
す
る
事
業
実
施
区
域
内
に
あ
る
福
祉
型
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ

ー
に
あ
つ
て
は
、
保
育
士
又
は
当
該
事
業
実
施
区
域
に
係
る
国
家
戦
略
特
別

ー
に
あ
つ
て
は
、
保
育
士
又
は
当
該
事
業
実
施
区
域
に
係
る
国
家
戦
略
特
別

区
域
限
定
保
育
士
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
、
栄
養
士
、
調
理
員

区
域
限
定
保
育
士
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
、
栄
養
士
、
調
理
員

及
び
児
童
発
達
支
援
管
理
責
任
者
の
ほ
か
、
日
常
生
活
を
営
む
の
に
必
要
な

及
び
児
童
発
達
支
援
管
理
責
任
者
の
ほ
か
、
日
常
生
活
を
営
む
の
に
必
要
な

機
能
訓
練
を
行
う
場
合
に
は
機
能
訓
練
担
当
職
員
（
日
常
生
活
を
営
む
の
に

機
能
訓
練
を
行
う
場
合
に
は
、
機
能
訓
練
担
当
職
員
（
日
常
生
活
を
営
む
の

必
要
な
機
能
訓
練
を
担
当
す
る
職
員
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
、
日
常
生

に
必
要
な
機
能
訓
練
を
担
当
す
る
職
員
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
置
か
な

活
及
び
社
会
生
活
を
営
む
た
め
に
医
療
的
ケ
ア
（
人
工
呼
吸
器
に
よ
る
呼
吸

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
児
童
四
十
人
以
下
を
通
わ
せ
る
施
設
に
あ
つ

管
理
、
喀
痰
吸
引
そ
の
他
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
医
療
行
為
を
い
う
。
以

て
は
栄
養
士
を
、
調
理
業
務
の
全
部
を
委
託
す
る
施
設
に
あ
つ
て
は
調
理
員

か
く
た
ん

下
同
じ
。
）
を
恒
常
的
に
受
け
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
障
害
児
に
医
療
的

を
置
か
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

ケ
ア
を
行
う
場
合
に
は
看
護
職
員
を
、
そ
れ
ぞ
れ
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

。
た
だ
し
、
次
に
掲
げ
る
施
設
及
び
場
合
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に

定
め
る
職
員
を
置
か
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

一

児
童
四
十
人
以
下
を
通
わ
せ
る
施
設

栄
養
士

（
新
設
）

二

調
理
業
務
の
全
部
を
委
託
す
る
施
設

調
理
員

（
新
設
）

三

医
療
機
関
等
と
の
連
携
に
よ
り
、
看
護
職
員
を
福
祉
型
児
童
発
達
支
援

（
新
設
）

セ
ン
タ
ー
に
訪
問
さ
せ
、
当
該
看
護
職
員
が
障
害
児
に
対
し
て
医
療
的
ケ

ア
を
行
う
場
合

看
護
職
員

四

当
該
福
祉
型
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
（
社
会
福
祉
士
及
び
介
護
福
祉

（
新
設
）

士
法
（
昭
和
六
十
二
年
法
律
第
三
十
号
）
第
四
十
八
条
の
三
第
一
項
の
登
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録
に
係
る
事
業
所
で
あ
る
場
合
に
限
る
。
）
に
お
い
て
、
医
療
的
ケ
ア
の

う
ち
喀
痰
吸
引
等
（
同
法
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
喀
痰
吸
引
等
を
い

か
く
た
ん

か
く
た
ん

う
。
）
の
み
を
必
要
と
す
る
障
害
児
に
対
し
、
当
該
登
録
を
受
け
た
者
が

自
ら
の
事
業
又
は
そ
の
一
環
と
し
て
喀
痰
吸
引
等
業
務
（
同
法
第
四
十
八

か
く
た
ん

条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
喀
痰
吸
引
等
業
務
を
い
う
。
）
を
行
う
場
合

か
く
た
ん

看
護
職
員

五

当
該
福
祉
型
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
（
社
会
福
祉
士
及
び
介
護
福
祉

（
新
設
）

士
法
附
則
第
二
十
条
第
一
項
の
登
録
に
係
る
事
業
所
で
あ
る
場
合
に
限
る

。
）
に
お
い
て
、
医
療
的
ケ
ア
の
う
ち
特
定
行
為
（
同
法
附
則
第
三
条
第

一
項
に
規
定
す
る
特
定
行
為
を
い
う
。
）
の
み
を
必
要
と
す
る
障
害
児
に

対
し
、
当
該
登
録
を
受
け
た
者
が
自
ら
の
事
業
又
は
そ
の
一
環
と
し
て
特

定
行
為
業
務
（
同
法
附
則
第
二
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
行
為
業
務

を
い
う
。
）
を
行
う
場
合

看
護
職
員

２

福
祉
型
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
の
児
童
指
導
員
、
保
育
士
、
機
能
訓
練

２

福
祉
型
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
の
児
童
指
導
員
、
保
育
士
及
び
機
能
訓

担
当
職
員
及
び
看
護
職
員
の
総
数
は
、
通
じ
て
お
お
む
ね
児
童
の
数
を
四
で

練
担
当
職
員
の
総
数
は
、
通
じ
て
お
お
む
ね
児
童
の
数
を
四
で
除
し
て
得
た

除
し
て
得
た
数
以
上
と
し
、
そ
の
う
ち
半
数
以
上
は
児
童
指
導
員
又
は
保
育

数
以
上
と
す
る
。

士
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
～
５

（
略
）

３
～
５

（
略
）

６

主
と
し
て
難
聴
児
を
通
わ
せ
る
福
祉
型
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
の
児
童

６

主
と
し
て
難
聴
児
を
通
わ
せ
る
福
祉
型
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
の
児
童

指
導
員
、
保
育
士
、
言
語
聴
覚
士
、
機
能
訓
練
担
当
職
員
及
び
看
護
職
員
の

指
導
員
、
保
育
士
、
言
語
聴
覚
士
及
び
機
能
訓
練
担
当
職
員
の
総
数
は
、
通

総
数
は
、
通
じ
て
お
お
む
ね
児
童
の
数
を
四
で
除
し
て
得
た
数
以
上
と
す
る

じ
て
お
お
む
ね
児
童
の
数
を
四
で
除
し
て
得
た
数
以
上
と
す
る
。
た
だ
し
、

。
た
だ
し
、
言
語
聴
覚
士
の
数
は
、
四
人
以
上
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

言
語
聴
覚
士
の
数
は
、
四
人
以
上
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

７

主
と
し
て
重
症
心
身
障
害
児
を
通
わ
せ
る
福
祉
型
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ

７

主
と
し
て
重
症
心
身
障
害
児
を
通
わ
せ
る
福
祉
型
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ

ー
に
は
、
嘱
託
医
、
児
童
指
導
員
、
保
育
士
、
栄
養
士
、
調
理
員
、
児
童
発

ー
に
は
、
第
一
項
に
規
定
す
る
職
員
及
び
看
護
職
員
を
置
か
な
け
れ
ば
な
ら

達
支
援
管
理
責
任
者
及
び
看
護
職
員
の
ほ
か
、
日
常
生
活
を
営
む
の
に
必
要

な
い
。
た
だ
し
、
児
童
四
十
人
以
下
を
通
わ
せ
る
施
設
に
あ
つ
て
は
栄
養
士

な
機
能
訓
練
を
行
う
場
合
に
は
、
機
能
訓
練
担
当
職
員
を
置
か
な
け
れ
ば
な

を
、
調
理
業
務
の
全
部
を
委
託
す
る
施
設
に
あ
つ
て
は
調
理
員
を
置
か
な
い

ら
な
い
。
た
だ
し
、
児
童
四
十
人
以
下
を
通
わ
せ
る
施
設
に
あ
つ
て
は
栄
養

こ
と
が
で
き
る
。

士
を
、
調
理
業
務
の
全
部
を
委
託
す
る
施
設
に
あ
つ
て
は
調
理
員
を
置
か
な

い
こ
と
が
で
き
る
。

８
・
９

（
略
）

８
・
９

（
略
）
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（
職
員
）

（
職
員
）

第
七
十
三
条

（
略
）

第
七
十
三
条

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

心
理
療
法
担
当
職
員
は
、
学
校
教
育
法
の
規
定
に
よ
る
大
学
（
短
期
大
学

３

心
理
療
法
担
当
職
員
は
、
学
校
教
育
法
の
規
定
に
よ
る
大
学
（
短
期
大
学

を
除
く
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
若
し
く
は
大
学
院
に
お
い
て
、

を
除
く
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
お
い
て
、
心
理
学
を
専
修
す

心
理
学
を
専
修
す
る
学
科
、
研
究
科
若
し
く
は
こ
れ
に
相
当
す
る
課
程
を
修

る
学
科
若
し
く
は
こ
れ
に
相
当
す
る
課
程
を
修
め
て
卒
業
し
た
者
又
は
同
法

め
て
卒
業
し
た
者
又
は
同
法
の
規
定
に
よ
る
大
学
に
お
い
て
、
心
理
学
に
関

の
規
定
に
よ
る
大
学
に
お
い
て
、
心
理
学
に
関
す
る
科
目
の
単
位
を
優
秀
な

す
る
科
目
の
単
位
を
優
秀
な
成
績
で
修
得
し
た
こ
と
に
よ
り
、
同
法
第
百
二

成
績
で
修
得
し
た
こ
と
に
よ
り
、
同
法
第
百
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
大

条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
大
学
院
へ
の
入
学
を
認
め
ら
れ
た
者
で
あ
つ
て
、

学
院
へ
の
入
学
を
認
め
ら
れ
た
者
で
あ
つ
て
、
個
人
及
び
集
団
心
理
療
法
の

個
人
及
び
集
団
心
理
療
法
の
技
術
を
有
し
、
か
つ
、
心
理
療
法
に
関
す
る
一

技
術
を
有
し
、
か
つ
、
心
理
療
法
に
関
す
る
一
年
以
上
の
経
験
を
有
す
る
も

年
以
上
の
経
験
を
有
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
～
６

（
略
）

４
～
６

（
略
）

（
職
員
）

（
職
員
）

第
八
十
条

（
略
）

第
八
十
条

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

４

心
理
療
法
担
当
職
員
は
、
学
校
教
育
法
の
規
定
に
よ
る
大
学
（
短
期
大
学

４

心
理
療
法
担
当
職
員
は
、
学
校
教
育
法
の
規
定
に
よ
る
大
学
（
短
期
大
学

を
除
く
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
若
し
く
は
大
学
院
に
お
い
て
、

を
除
く
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
お
い
て
、
心
理
学
を
専
修
す

心
理
学
を
専
修
す
る
学
科
、
研
究
科
若
し
く
は
こ
れ
に
相
当
す
る
課
程
を
修

る
学
科
若
し
く
は
こ
れ
に
相
当
す
る
課
程
を
修
め
て
卒
業
し
た
者
又
は
同
法

め
て
卒
業
し
た
者
又
は
同
法
の
規
定
に
よ
る
大
学
に
お
い
て
、
心
理
学
に
関

の
規
定
に
よ
る
大
学
に
お
い
て
、
心
理
学
に
関
す
る
科
目
の
単
位
を
優
秀
な

す
る
科
目
の
単
位
を
優
秀
な
成
績
で
修
得
し
た
こ
と
に
よ
り
、
同
法
第
百
二

成
績
で
修
得
し
た
こ
と
に
よ
り
、
同
法
第
百
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
大

条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
大
学
院
へ
の
入
学
を
認
め
ら
れ
た
者
で
あ
つ
て
、

学
院
へ
の
入
学
を
認
め
ら
れ
た
者
で
あ
つ
て
、
個
人
及
び
集
団
心
理
療
法
の

個
人
及
び
集
団
心
理
療
法
の
技
術
を
有
し
、
か
つ
、
心
理
療
法
に
関
す
る
一

技
術
を
有
し
、
か
つ
、
心
理
療
法
に
関
す
る
一
年
以
上
の
経
験
を
有
す
る
も

年
以
上
の
経
験
を
有
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５
・
６

（
略
）

５
・
６

（
略
）
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（
児
童
福
祉
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
の
一
部
改
正
）

第
十
一
条

児
童
福
祉
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
二
十
四
年
厚
生
労
働
省
令
第

十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。
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（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

附

則

附

則

第
四
条

（
略
）

第
四
条

（
略
）

２

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
存
す
る
旧
児
童
福
祉
法
第
四
十
三
条
の
二
に

２

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
存
す
る
旧
児
童
福
祉
法
第
四
十
三
条
の
二
に

規
定
す
る
盲
ろ
う
あ
児
施
設
（
通
所
の
み
に
よ
り
利
用
さ
れ
る
も
の
に
限
る

規
定
す
る
盲
ろ
う
あ
児
施
設
（
通
所
の
み
に
よ
り
利
用
さ
れ
る
も
の
に
限
る

。
）
で
あ
っ
て
、
整
備
法
附
則
第
三
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
新
児
童

。
）
で
あ
っ
て
、
整
備
法
附
則
第
三
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
新
児
童

福
祉
法
第
三
十
五
条
第
三
項
又
は
第
四
項
に
基
づ
き
新
児
童
福
祉
法
第
四
十

福
祉
法
第
三
十
五
条
第
三
項
又
は
第
四
項
に
基
づ
き
新
児
童
福
祉
法
第
四
十

三
条
に
規
定
す
る
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
と
し
て
設
置
し
て
い
る
も
の
と

三
条
に
規
定
す
る
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
と
し
て
設
置
し
て
い
る
も
の
と

み
な
さ
れ
た
も
の
に
対
す
る
新
基
準
第
六
十
三
条
第
六
項
の
適
用
に
つ
い
て

み
な
さ
れ
た
も
の
に
対
す
る
新
基
準
第
六
十
三
条
第
六
項
の
適
用
に
つ
い
て

は
、
同
項
中
「
言
語
聴
覚
士
、
」
と
あ
る
の
は
「
聴
能
訓
練
担
当
職
員
（
聴

は
、
同
条
第
六
項
中
「
言
語
聴
覚
士
及
び
」
と
あ
る
の
は
「
聴
能
訓
練
担
当

能
訓
練
を
担
当
す
る
職
員
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
、
言
語
機
能
訓
練
担
当

職
員
（
聴
能
訓
練
を
担
当
す
る
職
員
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
、
言
語
機
能

職
員
（
言
語
機
能
の
訓
練
を
担
当
す
る
職
員
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
、
」

訓
練
担
当
職
員
（
言
語
機
能
の
訓
練
を
担
当
す
る
職
員
を
い
う
。
以
下
同
じ

と
、
「
言
語
聴
覚
士
の
数
は
、
四
人
」
と
あ
る
の
は
「
聴
能
訓
練
担
当
職
員

。
）
及
び
」
と
、
「
言
語
聴
覚
士
の
数
は
、
四
人
」
と
あ
る
の
は
「
聴
能
訓

及
び
言
語
機
能
訓
練
担
当
職
員
の
数
は
、
そ
れ
ぞ
れ
二
人
」
と
す
る
。

練
担
当
職
員
及
び
言
語
機
能
訓
練
担
当
職
員
の
数
は
、
そ
れ
ぞ
れ
二
人
」
と

す
る
。
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